
今、変化する時
包摂的な社会に向けたイノベーション

国際開発学会第31回全国大会 プレナリーシンポジウム

2020年12月5日（土）午後2時15分～午後4時45分 ライブ配信

モデレーター 大森功一氏（世界銀行東京事務所上級対外関係担当官）

男女共同参画はゴールかツールか？
基調講演・パネリスト

上野千鶴子氏（社会学者・東京大学名誉教授・

認定NPO法人ウィメンズアクションネットワーク（WAN） 理事長）

山形辰史氏（立命館アジア太平洋大学教授・国際開発学会会長）

問い合わせ先 国際開発学会第31回全国大会実行委員会 jasid2020@gmail.com

（委員長前JICA緒方貞子平和開発研究所所長大野泉、事務局長津田塾大学総合政策学部総合政策学科教授新海尚子）

YouTubeでライブ配信します（無料）。リンクは後日、国際開発学会第31回全国大会ウェブサイト https://www.jasidconference.org/plenary に掲載し

ま す 。 使 用 言 語 は 日 本 語 、 参 加 費 は 無 料 で す 。 手 話 通 訳 を ご 希 望 の 方 は 、 jasid2020@gmail.com ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

なお、第31回全国大会（12月5～6日オンライン開催）への参加は、別途参加登録と参加費が必要です。

亀井温子氏（独立行政法人国際協力機構（JICA）カンボジア事務所長／

前ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室長）

仲本千津氏（RICCI EVERYDAY 代表取締役COO 兼 Rebeccakello Ltd マネージングディレクター）

パネリスト

山本尚美氏（株式会社資生堂執行役員 クリエイティブ本部長社会価値創造副本部長）

今、世界も日本も、大きな転換期にあります。

なぜ、多様性を重視した共生社会づくりが重要なのか？
そのために求められる社会変革とは？

ジェンダー平等やダイバーシティを含め、様々な観点から、
開発途上国を含む諸外国や日本における、具体的な取組・経験を共有し議論します。

Time for Change: Innovation for Inclusive Society

趣旨説明・司会

大野泉氏（国際開発学会第31回全国大会実行委員長／前JICA緒方貞子平和開発研究所所長・

政策研究大学院大学（GRIPS）教授）冒頭挨拶

髙橋裕子氏（津田塾大学学長・同大学学芸学部英語英文学科教授）



専門は女性学、ジェンダー研究。この分野のパイオニアであり、指導的な理論家のひとり。高齢者の介護とケアも研究テーマとしている。京都大学大学院社会

学博士課程修了。社会学博士。1994年に『近代家族の成立と終焉』（岩波書店）でサントリー学芸賞受賞。2011年度に「朝日賞」受賞（女性学・フェミ

ニズムとケア問題の研究と実践）。2019年にフィンランド共和国 Hän Honours 受賞（長年の平等への貢献に対する感謝状）。2020年にアメリカ芸術科

学アカデミー賞に選出。

基調講演・パネリスト

上野千鶴子氏（社会学者・東京大学名誉教授・

認定NPO法人 ウィメンズアクションネットワーク（WAN）理事長）

パネリスト

山本尚美氏（株式会社資生堂執行役員 クリエイティブ本部長社会価値創造副本部長）

1987年武蔵野美術大学卒業後、資生堂宣伝部入社。国内外の広告制作および空間演出のデザイナー、アートディレクターを経て、ニューヨークに渡米。2004

年帰国後、マキアージュや中国ブランドのクリエイティブディレクターを歴任し、2013年にクリエイティブエグゼクティブプロデューサーを経て、2015年に宣伝デザイン部

長。2018年からクリエイティブ本部長、チーフクリエイティブオィサーに就任。2019年より社会価値創造副本部長を兼務し、美を通じた社会価値創造を牽引。

亀井温子氏（独立行政法人国際協力機構（JICA）カンボジア事務所長／

前ガバナンス・平和構築部ジェンダー平等・貧困削減推進室長）

一橋大学大学院卒業後、邦銀で法人営業を経験。その後国際農業NGOに参画し、ウガンダに駐在。その時に出会った女性たちと日本に暮らす母と共に、

カラフルでプレイフルなアフリカ布を使用したバッグやトラベルグッズを企画・製造・販売する「RICCI EVERYDAY」創業。2016年に日本アフリカ起業支援イニシア

チブ最優秀賞、2017年にグローバル大賞国際アントレプレナー賞最優秀賞、日本イノベーター大賞2017特別賞、DBJ女性新ビジネスプランコンペティション事業

奨励賞受賞。2018年にCHIVAS VENTURE 2018日本代表に選出。

仲本千津氏（RICCI EVERYDAY 代表取締役COO 兼 Rebeccakello Ltd マネージングディレクター）

専門は開発経済学。研究テーマとして、開発途上国の繊維産業、障害と開発、保健とイノベーション、国際労働移動など。本シンポジウムに関連する著作と

しては、森壮也・山形辰史『障害と開発の実証分析：社会モデルの観点から』（勁草書房、2013年）がある。2019年度外務省ODA評価「女性のエンパ

ワーメント推進にかかるODAの評価」の評価主任を担当した。

山形辰史氏（立命館アジア太平洋大学教授・国際開発学会会長）

津田塾大学英文学科卒業。筑波大学大学院（国際学修士）、米・カンザス大学大学院(M.A., Ph.D.)などを経て、 1997年から津田塾大学専任教員。

2016年より同大学長。専門はアメリカ社会史（家族・女性・教育）、ジェンダー論。著書に『津田梅子の社会史』（玉川大学出版部、2002年、アメリカ学

会清水博賞）等。International Federation for Research in Women’s History会長、アメリカ研究振興会理事、ジェンダー史学会常任理事、日本学術

会議会員、日本私立大学連盟常務理事。

津田塾大学国際関係学科卒業。国際協力事業団 （現JICA）、世界銀行、国際協力銀行（JBIC）等を経て、2002年よりGRIPS教授。2018年10月～

20年9月までJICA緒方研究所長を務める。専門は国際開発政策、日本の開発協力、途上国の産業開発、開発とビジネス。米国プリンストン大学で公共

政策修士号（MPA）取得。過去に外務省「ODA大綱の見直しに関する有識者懇談会」委員、経済産業省「BOPビジネス支援センター」運営協議会座

長等歴任。

2000年、世界銀行入行。東京事務所を経て、2010年より南アジア地域担当副総裁特別補佐官。2014年より再び東京事務所、2015年より現職。日本に

おける世界銀行のアウトリーチ活動を主導している。世界銀行入行前は、大学の研究所で歴史的都市保存・開発に関する研究に従事。アメリカン大学国

際関係大学院および立命館大学で国際関係学修士号を取得。

趣旨説明・司会

大野泉氏（国際開発学会第31回全国大会実行委員長／前JICA緒方貞子平和開発研究所所長・

政策研究大学院大学（GRIPS）教授）

冒頭挨拶

髙橋裕子氏（津田塾大学学長・同大学学芸学部英語英文学科教授）

モデレーター

大森功一氏（世界銀行東京事務所上級対外関係担当官）

＜登壇者プロフィール＞

国際開発学会第31回全国大会プレナリーシンポジウム

今、変化する時：包摂的な社会に向けたイノベーション
Time for Change: Innovation for Inclusive Society

2020年12月5日（土）午後2時15分～午後4時45分 ライブ配信

民間企業、米国非営利法人勤務を経て、旧国際協力事業団(現JICA)入団。ネパール事務所、人間開発部、南アジア部、ガバナンス・平和構築部等を経

て、現職。米国コロンビア大学国際公共政策大学院にて公共経営修士号(MPA)取得。関心分野は、南アジア、ジェンダーと開発、教育開発、開発援助の

政策・モダリティ・サービスデリバリー等。


